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4．考　　　　　察

産卵性については，復飼は単飼よりも劣り，しかも

間口24（仇2羽収容よりも22．5e疏2羽収容が悪く，

単位面濱当り収容密度の高い区ほど産卵成績が劣ると

いう一定の焼向が認められ，これは今まで我国で実施

されたいくつかの複飼試験の結果とよく一致している

ものと思われる。

また，産卵率におけるこの傾向は季節によって変動

することなく，試験計頭目こあたってわれわれが寒冷地

の冬季に期待した複飼の産卵性への好影響は望めない

ものと考えられる。

体重測定成績から個体のパラツキの度合をみると，

試験開始時に比べ終了時には復飼が単飼よりもその度

合が大きくなっており，このことから複飼の方が2羽

間の競合によって体重差ができやすかったことが推察

される。

したがって複飼でのケージ収容時には，なるべく発

育体重の近いものを1つのケージに収容する注意が必

要である。

ケージ収容時において上境だけの断喝を実施したに

もかかわらず，復飼のへい死鶏の中には悪癖によるも

のが認められ，より適切な斬喝が必要なものと思われ

る。

収支概算の結果，復飼の場合1羽負担すべき鶏舎お

よび附属設備の年間償却費は単飼の％程度ですむが，

この礁却費を差し引いてもなお1羽当りの収益では単

飼がすぐれており，単位面積当り（5・5㌦）の収益に

換算した場合は，複飼が単飼よりも54～55啓の収益

増となる。

ただし，この概算では試験期間が285日間と1年に

満たないうえ，管理労働費，金利等を含まなかったの

で，複鋼の詳細な経済的価値判断はさらに検討を要す

るものと思われる。

5．摘　　　　　要

寒冷地におけるケージの複飼飼養が鶏の産卵性，経

済性等に及ぼす影啓を知るため試験を実施し，次の結

果を得た。

1．50解産卵日令，産卵率，産卵個数および1日1

羽当り産卵量，飼料要求率ともに複飼は単飼よりも若

干劣り，しかも単位面積当り収容密度の高い区ほど劣

っていた。

2．1個当り平均卵重および1日1羽当り飼料摂取

量については単飼，複飼問に差が認められなかった。

5．生存率は複飼が単飼よりも劣り，複飼のへい死

鶏の中には脚弱，悪癖によるものもみられた0

4　隈却費を差し引いた1羽当り収益においても複

飼は単鋼より少なかったが，単位面積当り収益では複

飼が54～55事の増となった。

以上のように復飼は単飼に比べ鶏の生産性において

は少し劣るが反面，単位面積当り収益が増し，1羽当

り設備費，償却費，管理労働費の節減が可能という鶏

卵生産のコストダウンにつながる大きな魅力をもって

いるので，今後さらに単飼ケージの小規格化の問題と

ともに試験を反復する予定である。

ブリテツシユ・フリーシアン種および

その交雑種に関する研究

－輸入ブリテツシユ・フリーシアン種の体型および泌乳について－

石田小十郎・中垣一成・山口博司・′」、玉要三・加納隆雄

（秋田　県畜　試）

1．ま　え　が　き

本県では，山腹畜産を背景とする放牧，群飼養の酪

良経営炉型に適応し，かつ，豊乳性を有する適品種の

造成を必要としている。

この一環として，さる昭和40年末，英国より，プ
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リチッシュ，・フリーシアン種の種雄牛2および種雄牛

5計7頭を輸入し，当場に緊毒した。

以後，純粋種牛，雌牛については純粋交配，種雄牛

については現有ホルスタイン種と交配して，その後代

には十字交配を行ない，増殖してきている。

牛群の飼養法は，夏期は放牧，冬期は粗飼料主体の

舎飼を行なっている。

本種のわが国における繋義は，1984年日本農研，

1965年本県および神奈川第一酪負協，1967年全版連渥

美農場で行なわれたが，頭数も少数である。したがっ

て，わが国における適応を可及的速やかに把握するた

め，輸入団体および学識経験者によるプリチッシュ・

フリーシアン種研究会を19占7年に設立し，経済実験要

領を作成し，協定研究によって全国的段階で検討する

こととなっている。

本種は，わが国のホルスタイン種と同様にオランダ

原産を基礎としているが，体型的には欧州型に属し，

体高は低いが重厚であり，豊乳性を第一の目的とする

が結果的に乳の外に産肉性も考慮した改良，すなわち

「Single PurporSe，dual re8ult」を

行なってきており，供給される牛肉のd O弱を占める

といわれている。一方，わが国の現有ホルスタイン種

は，ほとんど，アメリカ，カナダの系統であり，これ

らは，欧州型よりも体型上「鋭角的き甲，細長い頬，

平滑な腿と長い肢」を目標にして，上位牛の体高の最

低を142cmとして改良していることからより大型に属

するもの思われる。

両者の経済上の得失は，その飼養環境の社会的，自

然的条件によることはもちろんであるが，「一般に体

重の増加につれて維持飼料の所要量が増し，経済的に

は有利といえず，畜託での調査では550～599Kクが

もっとも能率がよかった」とされている。また，オラ

ンダでも1914年より1958年まで体高が平均15de初から

125ぐ筏，体長も154C祝から150肋となり，一見，小梅

化し産肉性が加味されているが，稔乳量の平均では

5．118Kクから5．d87Kgと約570鞄増加し，乳脂率も5．54

多から405廃と高まっているといわれている。

最近の牛乳および肉需要の動向と対応する企業的経

営を考える時，より一層の弾力性をもつ酪農型態が必

要と考えられる。

本年度は，輸入雌牛がほぼ成熟に達し，5産次の泌

乳成績もまとまったので，その概要を第1朝として報

告する。

2．試　験　方　法

1．供託牛：供試牛の詳細は第一表に示すとおりで

ある。雌牛は，昭和59年生の初姫牛で入場時の月令

は平均22．dカ月であった。

第1表　輸入プリテクシュ・フリーシアン種の詳細（入場時）

昭和41．1．15日入場

乳 牛

番 号

牛　　　 名　　　 号 性 生 年 月 日 毛 色 産 地 登 録 番 号 月令

体　 格　 測　 定 値

体　 高　 胸　 囲 菅　 田

Ⅰ ク レ ー ペ リー

イ ム ベ レ ー ク ー
堆
昭 和

5 9．10．1 0

黒

白
英 国

4 0 2 8 8

5 D 1 4 4 5

B ア C S

15
　 e孤

1 5 0

　 e珊

18 5

　 ぐ糟

1 9．0

Ⅱ
ウィ ッ チ フ ォ ー ド・

エ リガ ン ス エクス トラ
ク うえ　 6．1 2

白

黒
ノダ

4 0 2 8 7

2 9 7 2 2 5
B F C S

1 9 1 5 8 1 90 2 0．5

1
第 6 ダ ル トン

べ ＿ ル
雌 5 9． 1．1 8

黒

白
〃′ 8 8 8 8 4 0 2 4 1 2 5 1 7 5 1°，0

2
第 7 ダ ル トン

シ ェイ ラ ー
一‘′ 5 9． 4． 8 一グ ク 8 8 8 8 4 1 2 1 1 2 4 1 7 5 1 7 5

5
第 2 2 ダ ル トン

パ レ ン’タ イ ソ
一グ 5鼠 1．5 1 ノダ サ 8 8 8 85 7 2 4 12 4 1 7 7 1 ス 5

4
第 4 リッチ ウオーダイ ン

ベルファース トゴ ーデイパ
ノダ 5 鼠　 2．2 9 ク ノダ 8 8 88 4 2 2 5 12 8 1 75 1 7 5

5
ク レ ベ リ ー パ ー

プ レゼ ン ト
ク 5 鼠　 4 2 6 メ′ ク 8 8 88 5 9 2 1

（違 憲 警 警 警 品 羞 豊 等 ）
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2．飼養管理方法：牛群は当場における現有ホルス

タイン種と同様に，夏期は人工草地に昼夜放牧を行な

い，濃厚飼料（pCp－15多，T州d咽）を乳量の％

量を給与した。冬期は，ルースパーンに飼毒し，乾草，

グラスサイレージの自由採食を行ない，濃厚飼料は％

量を与えた。搾乳はミルキングパーラーにおいて，計

量はミルクオメーターにより行なった。

5．調査項目および方法：研究会の調査方法の協

定に基づき下記の項目を調査した。

（1）発育状況：体重，体高，十字部高，体長，胸探，

尻長，腰角幅，廣幅，坐骨幅，胸囲，胸幅，管園の

12部位。方法は，牛衝器および体尺計により行ない，

測定時期は育成牛は毎月，成年にあっては24カ月お

よび各産次の分娩後5カ月に計測した。

（2）経済能力検定；泌乳能カー乳量，毎搾乳時，ミ

ルクオメーターによる。脂肪量　毎月1回，パブユッ

ク法・S NF　毎月1回，ゴールデン∵ビーズ法。体重

指数は分埼後5カ月目の体重で除す。

伸・泌乳曲線：最高日量一分娩後‘日日より起算し

10日ごとの乳量で最高をとり，その中で最高日量を

示した前後5日間の平均をもって表わす。最高日量到

達日数一分境後，同上の最高日量生産日までの日数。

乳期乳量一一泌乳期の総乳量。

分娩後71～180日間の乳量
泌乳持続指数

分硬後70日間の乳量

（4）繁殖状況：初回発情（分娩後も含む），初産月

令，分娩間隔。

（5）ホルスタイン交雑種についても同上と同様の調

査を行なう。

（6J　その他　産肉能力および後代検定を行なう。

5．試　験　結　果

t　発育状況：体重および各部の実測平均値を産次

別に同期のホルスタイソ種発育標準に比較すれば第2，

5表のとおりである。

第2表　分娩後5カ月日における体各部の測定値（産次別）

産 乳 番 測 月

定

体 十 部 体 胸 駒 尻 腰

角

月寛 坐

骨

胸 管 体

次 年 号 時 令 高 字 高 長 深 幅 長 幅 幅 幅 囲 囲 重

初

産

1 5 0．5

ぐれ r 構 e 花 eJ花 e耽 C e誘

5 0．8

e m e仇 e 諏 e m K 9

1 2 ヱ 0 1 2 8．0 1 4 6．0 棉 d 4 0．0 4 7 5 4 5 ．0 5 8．0 1 7 8．0 1 占．8 4 0 7 0

2 2 ヱ 5 1 2 8 ．0 1 2 9．0 1 5 0．5 占え 5 4 ム 0 4 8 ．0 ‾ 5 1．0 4 8．0 5 9．0 1 8 5 ．0 1 8 ．5 4 9 ス 0

5 2 9．7 12 6．5 15 0．2 1 5 2 ．0 占え 0 4 6．5 4 8 ．4 5 0．0 4 7 5 5 5．4 18 1．0 18 ．0 4 9 2 ．0

4 5 1．7 1 2 9．5 1 5 1．5 1 5 1．0 8 8 ．0 4 9．0 4 9 ．0 4 9．5 4 ヱ 0 5 4 5 1 7 9．0 1 7 5 4 9 9．0

平 均 2 9．8 1 2 ス 8 1 2 9，7 1 4 9．9 8 8 5 4 5．4 4 8 ．4 5 0．5 4 6．4 5 8．2 1 8 1．0 17 7 4 7 5．8

2

産

1 4 5．2 1 2 8．5 1 2 9．5 1 4 7 0 占鼠 8 4 1．8 4 8 ．5 5 2 ．7 4 7 0 5 8．2 1 8 0．0 1 Z D 4 2 占．0

2 5 9．8 1 5 5．5 1 5 5．4 1 5 鼠 0 75 ．5 4 9．6 55 ．0 5 7 5 5 0．0 4 1．4 1 9 5 ．0 1 8．8 5 5 2 ．0

5 4 4 1 1 5 1．4 1 5 5．0 1 8 2 ．0 7 1．0 4 5．5 5 0．0 5 5．5 4 9．2 5 5 ．0 1 9 n O 1 a 5 5 5 9．0

4 4 2．4 1 5 1．8 1 5 1．0 1 8 1．0 7 0．0 5 0．5 5 2 ．8 5 5．5 4 9．0 5 8．0 1 9 0．0 18 ．口 5 19．0

平　 均 4 2．5 15 1．1 15 1．9 1 5 占．D 7 2．1 4 5．8 5 0．4 5 4 5 4 8 ．7 5 已 2 1 8 Z d 1 8 ．0 5 0 9．0

5

産

1 5 4 5 1 5 2．0 1 5 n O 1 5 5 ．D 7 1，0 4 5．0 4 9．5 5 4 0 4 ヱ 5 5 8 5 1 8 5 ．0 1 Z B 4 d O．0

2 5 1．6 1 5 8，5 1 5 5．4 1 d 4 8 7 8．0 5 5．0 5 5 ．5 5 8 ．4 5 m 5 4 1．5 2 0 5 ．0 18 ．7 占5 4 0

5 5 8 ．° 1 5 4 0 1 5 4 5 1 8 5 ．0 7 4 8 5 1．5 5 4 0 5 8．0 4 9．0 4 0．0 20 0．2 18 ．8 占2 5 ．5

4 5 5．7 15 5．0 1 5 5．5 1 6 5 ．5 7 5．8 5 0．5 5 5 ．0 5 4．0 4 鼠 5 5 8．0 1 9 1．5 18 ．0 5 7 0．0

平 均 5 5．1 15 5 ．9 1 5 5．4 1 占1．9 75 ．9 4 9．5 5 2．5 5 8．1 4 9．1 」 うえ 5 1 9 5 ．4 18 ．5 5 7 7 0
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第5表　発育実測平均値および日本ホルスタイン種牛正常発育値（平均）との比較

産次 区分 月令

体

高

十

字

部

高

体

長

胸

深

胸

幅

尻

長

腰

角

幅

膿

幅

坐

骨

幅

胸

囲

菅

田

11 平

部

位 均

体

重

初

産

B 5 0．0

亡糟 ぐれ e訊 e耽 C硯 e訊 C沈 e仇 C潤 e珊 e椚

－

K g

1 5 4 0 1 5 a O 15 9．0 7 0．5 4 8．0 5 2．5 5 5．5 4 9．5 5 7 0 1 8 8 0 1 8．2 5 5 0

C 2 9．8 1 2ス8 1 2 9．7 1 4 9．9 d a 5 4 5．4 4 8．4 5 0．5 4 8．4 5占．2 1 8 1．0 1ヱ 7 － 4 7 5．8

3 －C n 2 8．2 8．5 乳 1 2．0 5．4 4 1 5．2 5．1 n 8 エロ 8 5 － 5 占．2

C′B X l O O 痴 9 5．4 9 4 0 9 4 5 9 ヱ2 9 4 8 9 2．2 9 4 0 9 5．7 9 7 8 9 8．5 9 7 5
9 5．2
士 1．8

8 鼠5

2

産

ち 4 2，0 1 5占．8 15 9．0 1（沌 D 72．5 4 R S 5 5．5 5 5．5 5 1．5 5 7 5 1 9 5．0 1 8．5 － 5 75．0

C 4 2．5 1 5 1．1 1 5 1．9 1 5 8．0 7 2．1 4 5．8 5 0．4 5 4 5 4 8．7 5 8 2 18 7 8 1 8．0 －
5 0 9．0

B －C 一 m 5 4 9 7 1 a O 8 4 5．9 5．1 1．0 2．8 一　m 7 5．4 n 5 － d d．0

り B X l O O 舜 9 6．4 9 4 9 9 5．1 9 9．4 9 2．1 9 4 2 9 8，2 9 4 9 1 0 1，9 9 7 2 9 a 4
9 8．2

± 2．8 8 8．5

5

産

B d n O

（15 8．0）

1 5 9．0

和仏 0 ） （7 5．8 ）

5 0．0

（5 4 5 ）（5占．0 ） （5 1．2 ）

5 8．0

（1 9 d ） （1 8．1）

－ ‘0 0．015 6．5 1 6 5．0 7 5．5 54．0 5 ヱ0 5 2．0 1 9占．0 1 8．5

C 5 5．1 15 5．9 1 5 5．4 1 8 1．9 7 5．9 4 9．5 5 2．5 5 8．1 4 9．1 5 9．5 1 9 5．4 1 8．5 － 5 7 7 0

B t C 2．8 5．d 5．1 一　m 4 n 5 1．5 n 9 2．9 － 1．5 n d n 2 － 25．0

C ′B X l O O 喀 9 8．1 9 8．0 9 8 1 川 0．5 99．0 9 7 2 98．4 9 4 4 1 0 5．9 9 9．7 9 8 9 宣 ニ÷ 9 6．2

成 熟 平 均 値　　 9 7 5 9 占．8 9 6．7 9 Z D 9 4 0 9 占．5 9 5．6 9占．7 9 5．4 9 8．9 9°．2 9占．1　　 9 0．0
成 熟 下 限 値

注．　B…・日本ホルスタイン種牛正常発育値　（）…・成年型41年度941例平均

C…・当場実測平均値

（1）初産次平均29．8カ月令では，　体高1278，体

長149．9および胸匪＝81の花であり，体重は　4da8晦

であった。これらは標準に比し，体重89．5％，他の

11部位平均で95．2％と低位であった．（2）2産次平均

42．5カ月令では体高151．1，体長158および胸囲

1876ご用であり・，体重509鞄であった。標準対比で

は，各部平均98．2および体重88．5％とほは，前産次

同様の傾向であった。（3）5産次平均55．1カ月令では，

体高155．9，体長1占1．9および胸囲195．4の王であり，

体重577OKFであった。これを標準に比載すれば，体

各部平均98．6％および体重96．2％であり，前産次に

比べ著しい増体があった。（4）体高比は，各産次とも，

胸艶，坐骨幅，胸囲および管園が大きく顕著であり，

産次をおってみると，胸架は55．°，55．0および55．2

％，坐骨幅は2a5，29．1および29．5％，胸囲は141．6，

145．1および145．9％，菅田は15．9および15．7％であ

った。なお，他の各部についても，同等又は以上で，

他の成績ともおおむね一致しており，現有ホ′レスタイ

ソ種に比し，低身広姫といえる。

2．体型および資質：体格審査成績は，5頭平均

で7ヱ2点（78．5～7ヱ5点）であった。各部の内容は，

一般外貌78．2，乳用牛の特質7ヱ5，体暦771および

乳器7日5％であった。以上の成掛ま，本県の高等

登録牛57硯の平均に比べ同等であり，掛こ乳器では

かなり高い結果であった。また，昭和42年度秋期高

等驚録牛4，812頭の審査得点の分布に比載すれは，総

得点では上位の42．5％中に属し，特に乳器の零穀形状

では同じく8．7％中に入り，優れている（第4表）。

5．泌乳成績：産次別泌乳量，脂肪率および搾乳

日数はそれぞれ次のとおりである。

（1）初産次（4或平均）では，それぞれ，54日45

Kg，5．71％および2985日であった0　2産次（5鵡
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第4表　　体格　審査成績

　　 乳 牛 番 号

区 分

1 2 5 4 5 平　 均 県 平均

全 国 平 均

平 均 ± 標 準 偏 差

般

品　 種　 の　 特　 徴 7 4

7 6

7 7 7 7 7 6

7 7

7　7 7 °．2

7 占．5

7 ヱ2　 ± 1．5 d

肩　　 背　　 膜 7 7 7 8 7 6 7 8．8 7 8．5　± 1．5 0

外

貌

尻 7 5 7 7 7 8 7 5 7 6 7 6．2 7 5．9　士 1．2 8

肢　　　　　 蹄 7 5 7 8 7 占 7 5 7 ° 7 5．8 7 4．8　士 1．1 d

乳 の

用 特

頸 ・ き　 甲

肋　 兼 ・ 随
7 8 7 9 7 8 7 8 7 5 7 7 2

7 8 4

7 ヱ8 ：ヒ　 1．1 8

牛 質 皮　 膚 ・被　 毛 7 8 7 7 7 8 7 7 7 7 7 ス4 7 7 7　士　 n 9 8

体 前　 肋　 ・　 胸 7 5 7 9 7 9 7 5 8 1 7 ヱ 4

7 ス‘

7 7 1 士　 1．5 8

酷 肋　　　　　　 腹 7 5 7 8 7 7 7 d 7 9 7 6．8 7 ヱ5　士　 1．5 0

乳

器

乳　　 房　　 質 8 1 7 ° 8 1 8 0 8 1 8 0．4 7 9．8 7 8．5　±　 1．0 4

乳 房 容 積 形 状 8 0 7 ° 7 d 7 8 7 7 7 7 4 7 °．4 7 5．9　士　 1．2 7

乳　　　　　　 頭 7 （～ 7 8 7 占 7 8 7 4 7 8．0 7 5．9 7 4 9　士 1．2 5

乳　　 静　　 泳 7 8 7 8 7 8 7 8 7 8 7 8．0 7 8．9 7 4 9　士 1．2 5

合　　　　　　 計 7 °．4 8 7 7 2 5 7 7 4 9 7 8．8 9 7 Z 5 8

7　ス2 7 ス5 7 6．8　 ±　 8 8 9 5

決　 定　 得　 点 7 8．5 7 7 5 7 ス5 7 ヱ0 7 ス5

条

件

生　 年　 月　 日 59．1．18 5 9．4　 8 うえ 1．5 2 5 9．2．29 S R　 4 2d

審　 査　 月　 日 4 5．6．2 5 右　 同 右　 同 右　 岡 44　 9．11

産　　　　　　 次 5 5 5 5 2

最 近 分 娩 月　 日 4 5．5．4 45．2．25 4 2．5．5 45．5．22 4 5．1m 5 1

分 娩 予 定 月 日

審 査 員

44 4． 9

l 小

4 4 2．10

林 ・千

45．ス27

菓

44 5．14 4 4 1 1．15

大 沼

注．全国平均…・昭和42年度秋期高等登録（都府県）4．812例。県平均‥‥昭和45年度高等登銀（94例）。

平均）では，それぞれ，5，015Kg，5．85多および502日

であった。5産次（4頭平均）では，それぞれ，4，929

晦，5．82痴および295日であった。初産次と2度次

の絵乳量の差は15占2Kタと約40痴以上の著しい増加

があり，結果的に初産次成績の異常が認められ，その

要因として早期繁殖および長期の輸送検疫ならびに環

境等のストレスが考えられる。なお，総乳量は5．2喀

換算乳にすると，初産次5．780，2産次5．542，および

5産次5，457晦であった。また，以上の成績の能力指

数は，初産次111．8，2産次148．2および5産次152．8

と現有ホルスタイン種に比し遜色がない（第5表）。
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第5衰　産次　別　泌乳　成績

産

次

乳 分 分 搾 総 脂 乳 三 換 搾 最 最 平 泌 乳 量 分 目 体 能 ＊＊

牛 娩 娩 乳
乳 肪 脂 ‾ 算

乳 高 均
乳

現 に

5 ■

力

番 月 月 回 ヰ 日 菌 日 乳 体 重
お

力 け

指

号 日 ∠ゝ
「つ
数 量 率 率 乳 数 期 量 量 型 月 る 重 数

初

産

1 4 1．2．17 2 5．0 2

　 K g

55 4 7 d

痴

5．8 1

　 K g

1 2 0．8 5

　 K g

5 ，5 7 2 ．9 5 0 5 7 1

K 伊

4 5．7

　 K g

1 0．9 5

　 喀

1 7 5．0
（8．1 8 ）

8 2 5

　 K ク

4 0ス0 1 0 5．5

2 4 1．2． 9 2 2 ．2 2 5 5 5 9．9 5 ．7 8 1 2 ス0 0 う．d 8 2 ．9 5 0 5 7 1 1 占．5 1 1．0 2 1 9 1．7
（7 1 1 ）

8．7 8
4 9 7 0 1 10．8

5 4 1．2．1 1 2 4 5 2 5 ．7 5 4 0 5，8 7 1 5 ヱ0 1 4 ，0 2 8．8 5 0 5 15 8 1 °．8 1 2 ．2 4 2 0 1．0
（8 1 9 ）

7 5 9
4 9 2 ．0 1 1 9．4

4 4 1．5． 9 2 8．5 2 5 3 7 5．7 5 ．8 0 1 2 8．2 8 5．7 1 2．0 2 7 9 2 1 1 8 4 1 2 ．1 0 1 4 0．0
（7 4 4 ）

7 0 5
4 9 9．0 r 日．7

平 均
1

2 4 5 2 軸 5 4 5 5 ．7 1 1 2 8．2 9 5．7 4 9．1 2 5 8 5 7 5．2 5 1 7 0 1 1．5 7 1 7 6．5
（ス9 6 ）

7 4 1
4 d a 8 1 1 1．8

2

産

1 4 2 ．5．1 6 5 8 ．2 2 A d 8 4 8 5．9 4 1 8 4 5 7 5．2 8 4．1 2 9 （； 5 5 2 Z d 15 ．8 5 12 4 0
q 2．5 d ）

1 1．O D
4 2 8．0 1 4 乙4

2 4 2 2 ．2 7 5 4 8 2 5J 5 8，1 5 ．7 5 19 1．8 5 5 ．5 8 9．2 5 0 5 7 5 2 5 ．9 1占．8 4 1 5 2 ．0
n M l ）

鼠5 1
5 5 2．0 1 4 7 9

5 4 2且　 5 5 9．1 2 5 ～2占．2 5．8 5 2 0 0．1 8 5，7 7 4 8 5 0 5 5 1 5 1．0 1 7 1 4 1 1 0．0
q n 7 1 ）

乳7 0
5 5 鼠0 1 5 4 4

平 均 5 Z S 2 SJ〕1 6．5 5．8 5 1 9 2 ．1 2 5 ．5 4 2．5 5 0 2 5 2 ．5 2 8 2 1 8．占う 1 2 a d
q n 9 5 ）

1 0．0 0
5 0 8．0 1 4 8．2

5

産

1 4 5．5． 4 4 9．5 2 5 P l a O 5，占1 18 1．1 9 5 ．5 5 8．1 2 7 2 5 4 5 2．8 1 8．4 5 1 2 ヱ0
（1 1．占4 ）

10．9 1
4 8 0．0 1 2 7 8

2 4 52 ．2 5 4 6．° 2 4 5 占1．占 5，9 8 18 1．4 4 5 ，1 5 5 ．8 2 9 8 4 4 2 4 0 1 5．5 1 1 5 4 0
（ス8 8 ）

占．9 7
8 5 4 0 1 2 a O

5 4 5ユ 2 5 5 5．8 2 5 7 7 5 ．8 5．8 0 2 1 9．4 8 ‘，5 5 2 ．1 5 0 5 5 1 5 1．5 2 0．14 1 5 1．0
鋸 ‖ 5 ）

鼠2 5
8 2 5 ．5 1 5 4 8

4 4 55 ．2 2 5 m 7 2 4 5 8 1．° 5．9 1 1 7 0．5 4 4 ，8 7 8 9 5 0 5 2 5 2 8．2 1 4 5 0 1 2 4 0
（a 5 6 ）

ヱd S
5 7 0．0 1 2 0．2

平 均 5 0．1 2 4 9 2 9 ．2 5．8 2 1 8 8 ．5 4 5 ，4 5 7 4 29 5 4 0 2 8 5 1 7 0 5 1 5 4 0
（9．5占）

8 7 0
5 7 7 0 15 2 ．5

＊初 産 （1 9 頭 ）平 均 2 4 5 2 8 5 ．8 2 1 5 8．占7 4、8 2 8．7 8 0 1 9．0 1 5．7 －
－

－

2 産 （1 4 頭 ）平 均 2 4 7 5 2 5 ，7 0 1 7 5．0 8 5，1 2 5 ．5 2 7 8 4 5 2 占．1 1 7 1 －

（鼠7 0 ）

8 7 9
d 5 0 －

注．1）5．2多換算乳＝0．45M＋1ヱ1ア‥……ゲインズ氏による方法により算出。

2）泌　乳　型＝
分娩後71日から180日間の乳量

分域後70日間乳量
×100日…・マーデバン氏による方法により算出

5）乳量′体重……総乳量を分娩後5カ月日の体重で除す。

4）同上（）……5．2喀FCM／体重

5）　＊　　　……渥　美　農　場

占）　＊＊　　＝…・高等登銀A検定成年型基準乳量百分比
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（2）乳量体重指数は，初産次ヱ95，2産次10・95

および5塵次鼠5占であり標準の8に比べ同等以上ち

飼料利用性に富むものといえる。

（3）泌乳持続指数は，初産次17d・5，2産次128・d

および5産次1540多であり，初産次を除き，当場等

の成窮に比べ差異は認められなかった。

4　繁殖状況：初産分娩月令は4頭平均248カ月

令（2°．7～22．5カ月令）であり，比較的早期であった○

また，4産次までの分娩間隔は，4頭平均で，2産次

12．8カ月（14．7～11．0カ月），5産次12．9カ月（148

一一1日カ月）および4産次12．2カ月（15．2～1t8カ月）

であった。4産次までの延12回の平均では12．7カ月

であった。なお，産領は現在（昭和44年度）までに

堆12頭，雌8頭計20頭である。

以上の結果から，プリチッシ1・フリーシアン種は

現有ホルスタイン種に比し，体型では，改良目標に充

分適応し，経済能力では特に泌乳ならびに体重能率

指数等が勝れており目標に勝ることが認められた。し

かし，さらにプリチッシ1・フリーシアソ種と現有ホ

ルスタイン種との交雑種の乳用牛としての性能ならび

に本種および交雑種の産肉能力および肉質について追

求して本種の性能を明確にする必要がある。


